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2013 年度ちくりん舎活動方針 
  

2013 年６月より 

いよいよ測定

受付開始 
 

ちくりん舎をよろしく

お願いします。 

 
 2012年 10月末に、市民

放射能監視センター（愛

称：ちくりん舎）が設立さ

れました。 

 ちくりん舎のラボは、東

京・日の出町の竹林のそば

にあります。そこで竹林を

ひらがなにして「ちくりん

舎」と命名しました。マス

コットキャラクターの「ち

くりん君」と共に末永くご

支援をお願いします。 

ちくりん舎ニュース 
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新年度方針が決まりました 
市民放射能監視センター理事長 浜田和則 

4月 26日、ちくりん舎第 1回年次

総会が開かれました。2012年度は測

定開始準備に追われましたが、体制

も徐々に整い、昨年度の事業報告、

会計報告、監事の選任について会員

のみなさんの承認をいただきまし

た。また、今年度方針、予算につい

ても活発な議論、提案をいただき承

認されました。それぞれ重要な項目

です。私たちは数十年という長期に

わたる測定活動を継続して行うこと

を第一の目標としています、そのた

めには測定室の建物の基礎と同様

しっかり 

 
 

のしっかりした体制を時間をかけ整

えていきたいと考えています。 

いよいよ測定器も稼働を始め測定

サービスを開始します。福島では除

染して一時は減ったがじわじわと空

間線量が増えてきている地域もあり

ます。半減期 30年のセシウム 137は

そう簡単に消えてなくなりません。

「長期の市民による監視」という観

点から測定プランをたて検体を選

び、測定依頼することで、私たちの

活動を支えてください。 

  

 
 

[基本方針] 

ゲルマニウム半導体測定器による高

精度測定体制の確立 

[課題] 

１. 測定精度と信頼性の確保 

高精度の測定器ほど外的要因（前

処理、作業者、環境）の影響を受

けやすい。同じものをだれがいつ

測っても同じ測定値を得るために

測定作業標準書を作成し、繰り返

し測定精度 20%以下を目標とす

る。 

２. シンポジウムの開催 

測定値の評価は依頼者のテーマによ

り異なるため、基本的に評価は、依

頼者が行う。この活動成果について

合評、学習する場とする。 
 

３．事務処理作業の効率化のための業

務システム構築 

検体試料の受取りから、検査料受領、

結果報告、データ管理など一連の作業

をシステム化し管理の面から高精度で

信頼性の高いものとする。 

 

４．安定した料金収入を得るための検

体数量の確保。 

 

５．定期的なホームページ更新と通信

発行（年 4回）体制の確立。 

 

６．NPO法人化 

NPO法人化により測定ラボとしての社

会的信用を高めるためにプロジェクト

チームを作り 8月認証を目指す。 
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ゲルマニウム半導体測定器の立上げ・校正

が完了しました 
  

ゲルマ測定器のトレーニングに参加して 

 
 

話ししてくださった。理論に裏付けられ

た技術を教えていただいた事を実感し

た。パソコン画面に展開される分析スペ

クトルを見て感動！！（吉田） 

●ミレーン、オリビアさんとの出会い

は、ピックアップの当日なんと予定の西

鉄インでお会いできず、２軒ほど隣のコ

ンビニで、浜カズさんがオー、ミレーネ

さんがいたと叫んで、なんとも奇妙な初

対面でした。その後、こちらで用意した

ジョイントの治具が、窒素漏れを起こし

たとき、この浜カズさんは、隠し持って

いた工具で、実に器用に、フランスから

の治具と液体窒素のデュワー瓶と検出器

の密着をタップを切って、見事に窒素漏

れを解消したのには、驚きました！ミ

レーンさんたちの立ち上げ成功の一幕で

した。立ち上げグループの方たちもナニ

ナニすごい人ばかり！（中西） 

●５月６日、ゲルマニウム測定器の講習

を受けました。検体の準備、測定器へ設

置、測定器の稼働、パソコンの操作とい

う順番で実施しました。ACROの方の指導

を受けた青木さんに懇切丁寧に教えて頂

きました。また、パソコンの操作のマ

ニュアルも作成されており理解に役立ち

ました。早く、一連の操作を理解し身に

つけ、一人で操作できるようなりたいと

思う。そして、高性能のゲルマニウム測

定器を利用し体内被曝、環境の状況な

ど、市民レベルで根気強く継続した計測

をしていきたい。（宮澤） 

正、20，21日は福島県伊達市へ行き

「ぽかぽかセミナー」参加と線量測

定、サンプル採取、22日から 24日は

トレーニングと大変あわただしいスケ

ジュールでした。お二人に感謝です。 
立ち上がった 

ゲルマニウム半導体測定器 

4月 16日から 24日、ゲルマニウム

半導体測定器の立ち上げと校正のため

に、フランスの ACROから研究者 2名

が来日しました。 

4月 17日から 19日までは立上げ校 

●これまで放射能測定器を全く扱っ

たことのない初心者の私にとって

も、ミレーンさんとオリビエさんの

説明はたいへん分かりやすく、基礎

的な質問にも丁寧に答えていただ

き、放射線の基礎を学ぶ機会にもな

りました。また、正確な検査を求め

る科学者としてのお二人の真摯な姿

勢が印象的でした。限られた時間で

したが、福島原発事故をはじめとす

る放射能汚染問題についても意見を

交わすことができ、大変有意義なト

レーニングでした。（辻） 

●「トレーニングになるのかし

ら？」というのが最初の疑問でし

た。フランス語はもちろん英語も話

せない私にとって初めてみる測定器

に初めてお会いする方々、しかも言

葉が通じない、と不安がいっぱいで

した。ですが、ちくりん舎の方々の

サポートで不安は解消。そしてどん

な時でも笑顔で対応してくださるミ

レーンさんとオリビエさんがとても

プロフェッショナルですばらしい人

たちだということに感激したトレ―

ニングになりました。（武熊） 

●標準物質のキャリブレーションの

作業日に見学したが、ＡＣＲＯのお

二人は、機器の細かい説明とその役

割、そして、どのような原理で放射

線を数値化するのかなど、理論的な

説明を交えながら、とても丁寧にお 

 

校正用線源を調整中のミ

レーンさん（右）とオリビ

エさん（中） 

オリビエさん（右）と測定

器効率について議論 

ちくりん舎での 

歓迎パーティー 
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韓国「市民放射能監視センター」設立記念

シンポジウムに招かれました 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

新たに顧問として梶山正三氏をお迎えしま

した。 
  
【ちくりん舎への期待】  

国や自治体は、公害や環境問題で悩

んでいる人を守ろうとする気持ちが

無く、問題に対して自覚もありま

せ。行政を頼ってはいけないと思い

ます。困った状況下であっても、自

ら行動することが大切だと思いま

す。 

【プロフィール】 

東京工業大学大学院博士課程卒、東 

 

京都公害研究所（現、東京都環境科

学研究所）を経て現在、駒ヶ岳法律

事務所弁護士、理学博士。多くの廃

棄物訴訟、環境訴訟、公共事業関連

訴訟に係わる。ゴミ弁連会長。環境

問題、環境政策の専門家による行動

する学会（NPO)環境行政改革フォー

ラム幹事（司法担当） 
 

4月 15日に韓国・ソウルで「市民放

射能監視センター」設立総会と記念シ

ンポジウムが行われ、「ちくりん舎」

副理事長として招待され、参加してき

ました。 

「韓国市民放射能監視センター」は

ちくりん舎の正式名称「市民放射能監

視センター」と全く同じ名前です。韓

国の環境団体、生協、弁護士グルー

プ、カトリックグループなど７団体で

構成し、寄付により 1000 万円以上の

資金を集め、ゲルマニウム半導体測定

器を設置した監視センターを設立した

のです。 

設立総会の第一印象は、若いお母さ

んが多かったことです。会場は 100人

程度のところでしょうか、立ち見がで

きていました。ステージに集中して、

とても強い熱気を感じました。 

挨拶では、福島原発の収束などウソ

で、大変深刻な状況であること、市民

からの放射能監視は原子力ムラの原発

推進の監視につながることを話しまし

た。フクイチの深刻な実態はほとんど

伝わっていなかったようで、とても 

 

梶山正三氏 

熱心に聞いていただけました。 

翌日はソウル市外の緑病院を訪問し

ました。緑病院には「緑病院労働環境

健康研究所」が併設されており、この

研究所が今回の監視センターの構成委

員になっています。ゲルマニウム半導

体測定器はこの研究所に設置されてお

り、監視センターの重要な拠点となっ

ています。 

緑病院とこの研究所が設立されたの

は、1989 年に韓国で 100 人もが死亡

する二硫化炭素による労災が発生し、

それに対する闘いで政府から賠償を勝

ち取り、それを基礎にしたものだそう

です。現在でも研究所は政府から独立

して、労働環境の研究調査機関として

活動しているとのことです。韓国の運

動の力強さに圧倒されました。 

研究所長のイム・サンユック氏や放

射能分析を担当されるイム・ユング氏

と研究者と測定オペレータの役割り、

測定手順の話など実務的な突っ込んだ

やり取りをしました。 

今後も韓国のセンターとの連携を確

認しました。 

会場の雰囲気 

若いお母さん方が多い 

ゲルマ半導体測定器と 

イム・ユング氏 

副理事長 青木一政 
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2013 年６月より 

いよいよ測定受付開始 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちくりん舎 会員募集中 
 測定・事務スタッフ（ボランティア）も募集中 
  

 
 

 

市民放射能監視センター 

共同ラボ： 

 〒190-0181 東京都西多

摩郡日の出町大久野 7444 

事務所： 

 〒162-0825 東京都新宿

区神楽坂 2-19 銀鈴会館

405 共同事務所 AIR気付 

電話 

080-4616-1280（浜田） 

FAX 

0465-83-4404 

電子メール

lab.chikurin@gmail.com 
 

 

 

 

 

 

ちくりん舎は、行政から

独立して放射能汚染を監

視・測定、情報発信する

市民団体・個人の共同ラ

ボです 

 

 

 
 

 

Web サイトにてお待ちし

ております。 

Web サイト アドレス: 

http://chikurin.org/  

 

 

 
 

ちくりん舎では会員・賛助会員を募

集しています。メールまたは電話、

FAXでお問合わせ下さい。 

 

 ●正会員 

   団体会員/年会費 1 口 10,000 円 

（何口でも） 

   個人会員/年会費 3,000 円 

 

 ちくりん舎の運営に関わり、ちくり

ん舎を支えていただく団体、個人で

す。 

ゲルマニウム半導体測定器による

高精度分析、NaIシンチレータ測定

器による分析が低価格で行えます。 

継続的な放射能汚染監視、測定プ

ロジェクトなどを行っている団体・

個人などの皆さまが会員として共同

ラボちくりん舎を支えていただくこ

とを歓迎します。 (詳細はお問合わ

せ下さい) 

●賛助会員 

   年会費 1 口 1,000 円（何口でも） 

 ちくりん舎の趣旨に賛同して支えてい

ただく方々です。ちくりん舎から発行

予定のニュースレター、イベント案内

等の情報が受け取れます。(詳細はお問

合わせ下さい) 

 

●会費振り込み口座 

 ゆうちょ銀行 

  振込口座： 00150-5-418213 

  加入者名 ：市民放射能監視センター 

シミンホウシャノウカン 

シセンター 

  他行からの振込の場合 

  店名 〇一九（ゼロイチキュウ店) 

  預金種目：当座 

  口座番号：0418213 

 大変お待たせしました。６月より

いよいよ測定受付を開始します。 

  

 測定依頼から結果報告までの流れ

は以下のようになります。 

 

（１）「放射能測定依頼」をウエブ

サイトからダウンロードして記入。

ちくりん舎へ送ります。 

（２）ちくりん舎から「検体送付の

お願い」と振込用紙を送ります。 
 

（３） 指定日に到着するよう、検体

を宅配（到着日時指定）でお願いしま

す）。 

（４）料金の振込をお願いします。 

（５）測定報告書を送ります。 

（６）検体は受取人払いで返送を原則

とします。 

 

 詳しくはウエブサイトをご覧くださ

い。電話・Fax・メールでの問い合わせ

も可能です。 
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